
押分排水機場の排水ポンプは、500mlペットボ
トルが毎秒８万本飛び出すくらいの水量を排出
できると聞くと、みんな一斉に「えぇ～！！」
と声を上げて驚いていました。

質問タイムでは、みんな積極的に手を挙げて質
問をしていました。

岩沼出張所では地震発生に伴い大津波警報が発令された状
況を想定し、実際の流れに沿った訓練を行いました。

9月9日、岩沼南小学校から元気な３年生３１名
が、地域防災センターと押分排水機場の見学に
来ました。

地震により、堤防路面が２メートル沈下した想定や、水質
事故発生に伴うオイルフェンス設置等を想定し訓練を行い
ました。
今後高い確率で宮城県沖地震が発生すると言われており、
緊迫感ある訓練となりました。

仙台河川国道事務所では、
9月1日に総合防災訓練
を行いました。


